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平成 22 年１月 18 日

各 位

本社移転及び本社移転に伴う特別損失の発生並びに業績予想の修正に関するお知らせ

このたび、平成22年１月18日開催の取締役会において、本社事務所の移転に関し、下記のとおり決

議いたしましたのでお知らせいたします。なお、本移転は当社グループの移転となり、連結子会社ナ

チュラム・イーコマース株式会社、ジェネシス・イーシー株式会社及び平成21年12月21日開催の取締

役会において決議された連結子会社ナチュラム・イーコマース株式会社の会社分割により新設される

連結子会社プリミティ・インターナショナル株式会社(平成22年２月１日設立予定)の本社移転も併せ

て行うこととなります。

また、今回本社事務所の移転に伴い、下記の通り特別損失が発生する見込みとなりましたので、そ

の概要をお知らせするとともに、平成21年３月16日付「平成21年１月期 決算短信」において公表い

たしました平成22年１月期(自 平成21年２月１日 至 平成22年１月31日)の業績予想を下記の通り

修正いたします。

記

１．本社事務所移転

(１) 移転先 大阪府大阪市住之江区南港南一丁目1番125号 大阪フルフィルメントセンター５階

(２) 移転日 平成22年5月初旬（予定）

(３) 本社事務所移転の理由

弊社グループは、物流に関する業務を平成21年12月21日の取締役会の決議により、ワールド・

ロジ株式会社（証券コード9378 本社：大阪市北区 代表者：代表取締役社長 森田賀典）に委

託し、同社が運営する「大阪フルフィルメントセンター（大阪ＦＦＣ）」にて物流業務を行って

おります。

移転先は、当社グループの物流を行う大阪ＦＦＣの一画である５階を本社事務所とし、当社グ

ループの最も重要なインフラである「物流」を可視化することで、物流業務の効率化と物量の適

正化を進め、加えて家賃などの固定経費の軽減により経営基盤の強化と付加価値向上に努めるも

のであります。また、現在行っているインポートによる海外ブランド商品およびＰＢ（プライベ

ートブランド）商品の輸入、加えて海外への飛翔を鑑みた場合、南港と言う立地条件は当社グル

ープに取って極めて利点多きものと認識し本社移転を決定したものであります。

本 社 所 在 地 大阪市中央区農人橋一丁目１番22号

大江ビル10階

会 社 名 ミネルヴァ・ホールディングス株式会社

代 表 者 代表取締役会長兼社長 中島 成浩

(コード番号：３０９０ 大証ヘラクレス）

問 合 せ 先 取締役管理本部長 髙橋 要

電 話 番 号 06-6910-0031(代表)

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.minerva-hd.com/
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２．減損損失による特別損失の発生

上述のとおり、当社グループ本社を同施設に移転させることにより、隣接する物流倉庫の可視化

が可能となり、更に当社が行う「Ｅコマース事業」とワールド・ロジ株式会社が行う「物流」を巧

みに融合させることで営業利益及び営業利益率の向上を期待するものであります。

しかしながら、一方で移転に伴う減損が発生することから、「固定資産の減損に係る会計基準」

に基づき、本社事務所の固定資産のうち将来の使用見込がなく廃棄することが決定されたものにつ

いては減損損失として9,931千円を、また、原状回復に要する費用やその他諸費用を本社移転費用と

して10,921千円をそれぞれ特別損失に計上することといたしました。

３．平成22年１月期（自 平成21年２月１日 至 平成22年１月31日）の連結業績予想の修正

（単位：百万円）

４．連結業績修正の理由

① 売上高は、主力のＥコマース事業である釣具・アウトドア、健康・美容関連商品及びホビー

関連の販売が順調に推移するとともに、ＥＣソリューション事業でＢＰＯ（ビジネス・プロ

セス・アウトソーシング(※１)）が伸長し計画を上回る見込みとなりました。

② 営業利益及び経常利益は、売上高が増加したものの、小売業界全体の値下げラッシュの影響

を受けたことや一部分野でシェア拡大を優先した結果、売上総利益率の低下が発生したこ

と、その一方で売上高増加に伴い物流費などの売上変動経費が増加したことにより、当初予

想を下回る見込みとなりました。

③ 当期純利益は営業利益及び経常利益の減少とともにグループ本社事務所移転にともなう特別

損失の発生により、当初予想を下回る見込みとなりました。

※１ ＢＰＯ：企業の業務処理の一部を外部委託すること、あるいはそれを引き受けるビジネスのことです。

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくもの

であります。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があ

ります。

以 上

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ) 6,675 150 150 82

今回修正予想(Ｂ) 6,777 67 62 24

増減額(Ｂ－Ａ) 102 △83 △88 △58

増減率(％) 1.5 △55.3 △58.7 △70.7

前年同期(平成21年１月期)実績 5,491 139 141 93


